
国
語
解
答

計
一
〇
〇
点

（
注
）こ
こ
に
示
し
た
以
外
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
学
校
ご
と
に
統
一
す
る
こ
と
。

問

題

配
点

正

答

備

考

一２０
点

各
�
点



き
ば
ん



ま
ぎ



し



ま
ん
き
つ



ぼ
ん
よ
う



吸



射



永
遠



荷



系
統

二２５
点

問
一

�
点

ア

問
二

�
点

イ

問
三

�
点

や
る
か
、
や
ら
な
い
か
、
の
選
択
肢
は
な
い

と
思
い
、
み
ん
な
で
開
き
直
ろ
う
（
三
十
字
）

正
答
の
一
例
で
あ
る
。

次
の
二
つ
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
。

「（
ダ
ン
ス
を
）や
る
か
、
や
ら
な
い
か
、
の
選
択
肢
は
な

い
と
思（
っ
た
）」と
い
う
こ
と
。
「
み
ん
な
で
開
き
直
ろ

う（
と
い
う
声
か
け
を
周
囲
に
し
た
）」と
い
う
こ
と
。

問
四

�
点

エ

問
五

Ａ

�
点

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る

Ｂ

�
点

残
念
に
感
じ
る

三２５
点

問
一

�
点

イ

問
二

Ａ

�
点

種
族
や
自
ら
の
子
供
の
命
を
守
る

Ｂ

�
点

限
ら
れ
た
経
験
の
範
囲
を
拡
張

問
三

�
点

ウ

問
四

�
点

視
覚
に
よ
っ
て
伝
達
す
る
手
段
を
手
に
入
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
経
験
の
伝
達
や
蓄
積

（
三
十
二
字
）

正
答
の
一
例
で
あ
る
。

次
の
二
つ
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
。

「（
言
葉
を
）視
覚
に
よ
っ
て
伝
達
す
る
手
段
を
手
に
入
れ

た
」と
い
う
こ
と
。
「
経
験
の
伝
達
や
蓄
積（
が
容
易
に

な
っ
た
）」と
い
う
こ
と
。

問
五

�
点

ウ

四１５
点

問
一

�
点

の
た
ま
い
け
る

問
二

�
点

ア

問
三

Ａ

�
点

散
っ
て
し
ま
う
と
残
念（
九
字
）

正
答
の
一
例
で
あ
る
。

Ｂ

�
点

お
心
を
動
か
さ
れ（
七
字
）

正
答
の
一
例
で
あ
る
。

五１５
点

問
一

�
点

学
校
行
事
と
日
常
生
活（
九
字
）

正
答
の
一
例
で
あ
る
。

問
二

１０
点

（
略
）

内
容（

第
一
段
落
で
自
分
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

第
二
段
落
で
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
こ
と
。）と
表
記（
表
記
等
に
誤
り
が
な
く
、
言
葉

の
使
い
方
が
適
切
で
あ
る
こ
と
。）に
つ
い
て
、
総
合
的
に

評
価
す
る
こ
と
。

◇
Ｍ
６（
５７１―

５３）


